
（別紙様式）

業務改善の実施状況報告

組織名 動物検疫所 連絡先 ０４５－７５１－５９２３（河本）
０４５－７５１－５９２１（玉置）

所管する 輸出入動畜産物を介する伝染性疾病の国内への侵入防止等を目的として検査を実施
業務の概要

１．職員の基本的な心構え・行動について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・「接遇」を日々実施するには常に意識する必要があること ・動物検疫所は常に、輸入者（国民）に接する職場であることか
から、所内研修で接遇を取り入れ、外部における研修にも ら、引き続き、接遇について、意識的に取り組むことに努める。
参加するとともに、接遇マニュアルに基づき親切・丁寧な
対応に心がけている。また、定期的な研修や自己チェック
が不可欠であるため、意識的に取り組むことに努めている。

・部署内で定期的にミーティングを開催し、連絡事項の周知 ・引き続き定期的なミーティングを開催し、業務内容の確認を徹
及び業務内容の確認を徹底している。 底する。

・日本に輸入することのできない畜産物を海外から持ち帰る ・引き続き、日本に輸入することのできない畜産物を海外から持
ことにより、輸入者に不利益とならないよう、動物検疫制 ち帰ることにより、輸入者に不利益とならないよう、動物検疫
度を科学的根拠に基づいて分かりやすく説明するととも 制度の広報体制の強化に努める。
に、動物・畜産物等の輸入禁止状況等については、ホーム また、外部からの問い合わせに対しては、相手の目線に立って
ページ、メールマガジン等で正確かつ迅速な情報提供に努 引き続き、丁寧な回答に心がける。
めるなど、動物検疫制度の広報体制の強化に努めている。
また、外部からの問い合わせに対しては、丁寧な回答に心
がけている。

・国民からの意見、要請、苦情その他の情報提供があった場 ・国民からの意見、要望、苦情等に対しては、初期対応に留意す
合、初期対応者の印象がその後の対応に大きく影響するこ るとともに、更に迅速かつ的確に対応するため、引き続き、苦
とから、職員の対応については、より一層の改善に努めて 情及びその対応結果の情報共有に努める。
いる。また、意見等の記録及び連絡網を整備し、その情報
を共有することにより迅速かつ的確な対応を心がけてい
る。



２．国民視点に立った業務の遂行について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・動物検疫所が定める各種要領等の制定に当たっては、検査 ・動物検疫所が定める各種要領等の制定に当たっては、的確かつ
現場及び関係者の意見を聴いて作成しているが、業務の性 円滑な業務運営を確保するため、引き続き、関係者等の意見を
格上、関係者等の意見を反映できない場合もあることから、 聴いて作成することに努める。
その際には、反映できない理由を十分説明することとして
いる。

・輸入手続に関して、複数の官署が存在することにより、国 ・輸入手続に関して、複数の官署が存在することにより、国民の
民の負担が加重とならないよう、輸入手続関連官署である 負担が加重とならないよう、引き続き CIQ 会議の開催等により、
税関、植物防疫所及び厚生労働省検疫所と輸入手続（電子 関係官署との連携を深めることに努める。
システムによる申請・検査等）に関する連携や連絡会議を
定期的に開催し、情報の共有、連携強化を図っている。

・リスクコミュニケーション、定期的な業務説明会の開催、 ・動物検疫制度を周知するため、業務説明会等で、所内施設を公
見学者の受入れ等により動物検疫制度の説明及び意見交換 開する等、積極的な動物検疫業務の周知に努めるとともに、参
を行い、その際に、所内施設を公開する等、積極的な動物 加者を対象としたアンケート等を実施し、その結果に応じた説
検疫業務の周知に努めている。 明方法を検討することに努める。

また、各種説明会等の効果を検証するため、参加者を対
象としたアンケート等を実施し、その結果に応じた説明方
法を検討することに努めている。

・内部通報の積極的な活用を図り、不祥事の発生を未然に防 ・引き続き、「目安箱」の利用を促すよう、更なる周知を図る。
止するとともに、公務に対する国民の信頼を確保するため、
所内に設置した「目安箱」の利用を促すよう、電子掲示板
で周知を図っている。

・全国に支所が存在しているため、通常は電子掲示板等によ ・全国に支所、出張所等を配置している当所においては、電子掲
り職員に周知を図っているが、事案によってはテレビ会議 示板等を通じて各種情報を伝達する方法は効率的ではあるが、
を通じ詳細な内容の説明及び意見交換を行い、理解を徹底 理解度等に温度差が生じることがあるため、引き続き、重要な
するように努めている。 事案については、テレビ会議等を利用して説明することに努め

る。

・動畜産物の検査に当たっては、労働安全、感染防止対策の ・引き続き、検査手順書等の標準作業書の作成及び点検を徹底す
点検をはじめ、検査手順や管理手順に関する標準作業書の るとともに、制度の改正、点検での指摘事項等を踏まえ、必要



作成及び点検によりリスク管理の徹底を図っている。また、 に応じた見直しを実施する。
検査が適正に行われているかどうかについては、複数の職
員による点検を行っている。

・外部からの情報を放置しないよう、連絡体制を整備し対処 ・引き続き、連絡体制を維持するとともに、情報を分析し・検証
しているところであるが、情報を分析し・検証する仕組み する仕組みを検討する。
を検討する。

・省ホームページに記載されているヒヤリハット事例を閲覧 ・省及び所内におけるヒアリハット事例を共有し、引き続き、そ
し、日々の業務で同様な事例が発生しないように各自意識 の対応方針の評価、今後の改善方法の検討に活用する。
して業務に従事している。

・新規採用者に対して行う所内研修に「食の安全」に関する ・「食の安全」の重要性について、継続して高い意識を持ち続け
研修を必須カリキュラムとして組み込んでいる。また、食 るために、引き続き、研修等のカリキュラムに組み込むことに
品の安全確保に関する研修を行い、「食の安全」の重要性 より認識の昂揚に努める。
を再認識することに努めている。

・国内での BSE の発生を契機として「食の安全」に留意し ・引き続き、日頃の検査業務において、「食の安全」に関して、
て業務に従事するよう心がけているが、特に、米国産牛肉 改善を図るべき事項がないかどうかについて点検することに努
については、日米間で取り決められた家畜衛生条件に基づ める。
き BSE の国内侵入防止に重点を置いた検査を実施してい
る。更に日頃の検査業務において改善を図るべき事項がな
いかどうか点検することに努めている。

・動物検疫業務の実施に当たっては、職員個人の取組だけで ・動物検疫業務の実施に当たっては、引き続き、「食の安全」に
はなく、組織として、職員に対する「食の安全」に関する 留意して業務に従事することに努める。
政策の説明、知識、技術の向上等に努めるとともに、特に
食用として輸入される畜産物の検査等における衛生的取扱
いに留意している。

・輸入初生ひなの検査に当たっては、フードチェーンの川上 ・食中毒の原因となるサルモネラ菌の検査について、引き続き検
であることを意識し、食中毒の原因となるサルモネラの検 査を実施し、必要に応じて検査関連情報を輸入初生ひなの仕向
査を実施している。 先へ提供する。

・各国の家畜の伝染性疾病や食中毒の発生状況は刻々と変化 ・動物検疫措置を一層的確に実施するため、引き続き、各国の家
するため、最新の情報収集に努め、適時適切に対応してい 畜の伝染性疾病の発生状況、最新の情報収集に努める。
る。また、動物検疫の水際措置は、科学的根拠に基づき実
施しており、必要に応じて見直しを行っている。



３．業務を適切かつ円滑に遂行するための職場環境づくりについて

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

・挨拶の励行により、明るい職場作りに取り組んでいる。 ・挨拶の励行を更に推進することとする。

・業務多忙な部署には、他の部署の職員を派遣し業務の平準 ・業務多忙な官署については、引き続き他所からの職員の派遣に
化を図っている。 より業務の平準化を図ることとする。

・職員の業務意欲の向上に資するため、各種研修会、業績発 ・今後とも、職員の業務意欲の向上のため、各種研修会、業績発
表会等を開催している。 表会等を開催することとする。

４．その他の農林水産省改革を進めるための取組について

・これまでの取組実績及び現在実施している取組 ・今後の課題とその改善策

１．～３．に分類できない取組があれば、この欄に記載する。 該当なし。


